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５月24日 晴れ、浜田港へ入港
浜田港へ入港し、国内航海前の準備へと入っています。入港中生徒は、座学での勉強が中心となって

いますが、六分儀の使い方の講義を受けたり、二等航海士からの保安講義なども受けております。



５月2９日 晴れ、８時 浜田港出港 鹿児島へ向けて移動
浜田港出港の日となりました。健康観察期間を終え、いよいよ本格的な国内航海実習へと移ります。

出港式を終え、無事出港しました。

出航後、生徒達はそれぞれ漁業科と機関科に分かれ、漁業科は甲板作業で船体の整備を実施、
機関科は、機関室外の機器の取り扱いを実施しております。（バウスラスターの説明、非常用発電機の
運転、焼却炉の運転など）座学のみで学ぶのではなく、実務の技術も学びます。


